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シンポジウム「地域社会の変容と歴史資料保存の２０年」 2022年2月19日

自然災害危機、制度的危機、人的自然危機

～岡山の20年～

報告 定兼 学
（岡山県立記録資料館）

報告者
・今回、「この20年」というタイトルで話をしますが、
わたくしは、その20年前（1980年）から歴史資料と関わって
きました。1989年には公文書館計画を策定して、明るい未来
に希望を持っていました。ところが1994年に計画がストップ
して、岡山県立記録資料館を開館できたのは2005年です。
・わたくし報告は記録資料館というアーカイブズ職員の立場
でのものです。もっぱら全史料協（全国歴史資料保存利用機
関連絡協議会）との関わりで歴史資料保存につとめています。
・史料ネット研究交流会とコミットできるとは思うのですが、
どうぞよろしくお願いします。

歴史資料の危機

公文書
・市町村合併

・学校などの統廃合

・文書管理の変更

古文書（地域資料）
・所蔵者、担う人の絶滅

・所蔵者の不見識による廃棄

・管理場所がない

②制度的危機

①
自
然
災
害
危
機③人的自然危機

はじめに

2000年10月 鳥取西部地震
史料保全活動機運たかまる

岡山県、段ボールを緊急調達し備える

2004年 8月 牛窓地区高潮被災
2005年 9月 岡山史料ネット発足

（事務局・岡山大学文学部日本史研究室）

岡山県立記録資料館開館 冷凍庫を装備

岡山史料ネットは「予防ネット」として

講演会、セミナー、資料所在データベース
の作成をすすめる

①自然災害危機（1）

①自然災害危機（2）

岡山史料ネットの予防ネット活動報告

岡山大学学長裁量経費・地域貢献支援事業費

災害など緊急時における歴史遺産の保全
に関する県内自治体等との連携事業
2006年

歴史遺産の保全と活用に関する
ネットワーク・岡山
2007年

歴史遺産の保全と活用をめぐる
地域ネットワークに関する研究
2008年

2012年 史料ネット関係者と合同フォーラム開催
（報告書発行は神戸大学）

2014年 岡山県文化財救済ネットワーク発足
県内大学、県博物館協議会、県建築士会
県内市町村、岡山史料ネットが参加

2018年 西日本豪雨災害
・様々な個人・団体が取り組む

「残す。」（2021年1月30日刊行）

1章 残す
2章 つなぐ
3章 伝える

①自然災害危機（3）
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http://jsai.jp/
http://www.okayama-u.ac.jp/user/bizen/index.html
https://archives.pref.okayama.jp/
https://okayama-kenbi.info/hakubutsu-2/
http://www.aba-momo.com/
https://www.kibito.co.jp/nokosu
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①自然災害危機（4）
2018年 西日本豪雨災害

・全国から支援（全国史料ネット、全史料協など）

・古文書以外の歴史資料対応
・公文書救済 倉敷市歴史資料整備室

岡山県立記録資料館
・仏像 県立博物館
・写真 写真洗浄＠あらいぐま

絵画修復工房YeY

前出「残す。」編集に尽力された。

災害対応記録のアーカイブズ化

①自然災害危機（5）

2018年 災害対応記録のアーカイブズ

岡山県 山陽新聞（岡山市）倉敷市社会福祉協議会

①自然災害危機（6）

2018年 「災害支援ネットワークおかやま」発足

2019年 岡山史料ネット ホームページ開設
「Newsletter」創刊

2021年 岡山大学文明動態学研究所に
文化財レスキュープロジェクト
（岡山史料ネット） 組み込む
細く長く続くクリーニング作業

地域変容 岡山県基礎的データ

2000年 2005年 2010年 2015年 2020年

人 口 195万 195万 194万 192万 188万
(万未満切り捨て）

自治体数 78 32 27 27 27

学校数
小 461      445       428       410    391
中 179      178       174       170    164
高 107 108        91        86     86
(公立高） (83) (67)      (63)      (63)   (63)

②制度的危機（1）

②制度的危機（2）

岡山県 行財政改革

1997年行財政改革大綱
1999年第2次
2003年第3次
そこにきて

2008年地方交付税等大幅削減
2008年6月2日
岡山県財政危機宣言

改革内容

・大規模事業凍結
・定数削減
・人件費カット
・民間委託推進
・外郭団体見直し
・権限委譲
・組織再編

・公的施設の見直し

②制度的危機（3）

2005年 県立記録資料館 設立
公文書収集は県史編纂室時代
1986年より、
記録資料館設立以前は県総務学事課
が収集を続けていた。

縮小を続ける県組織の廃棄公文書の選別収集
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https://www.city.kurashiki.okayama.jp/1438.htm
https://www.pref.okayama.jp/site/kenhaku/
https://twitter.com/mabisenjo
https://studioyey.jp/
https://www.pref.okayama.jp/page/653529.html
http://kurashikisyakyo.or.jp/news/information/%E5%B9%B3%E6%88%9030%E5%B9%B47%E6%9C%88%E8%B1%AA%E9%9B%A8%E7%81%BD%E5%AE%B3%E3%80%80%E7%81%BD%E5%AE%B3%E3%83%9C%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%86%E3%82%A3%E3%82%A2%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%BC/
https://saigainetokayama.org/
http://okayamasiryonet.s1008.xrea.com/
https://ridc.okayama-u.ac.jp/
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②制度的危機（4） 公文書

2012年 県民局の廃棄

1992年県庁地下の公文書廃棄

限界あれど
選別収集している
県立記録資料館

②制度的危機（5） 学校統廃合

運動場が発電所に

②制度的危機（6） 市町村合併 ②制度的危機（7） 自治体史編纂後

無人の郷土資料館へ
フィルムは酢酸臭
（ビネガーシンドローム）

・吉井町史（赤磐市）江戸時代村落32

所在調査 132（他に町外32）

（『吉井町史 第3巻』1995年刊より）

・熊山町史（赤磐市）江戸時代村落21

所在調査 108（他に町外42）

（『熊山町史 参考資料編』1995年刊より）

自治体史編纂から文書館への道
岡山県立記録資料館
倉敷市歴史資料整備室

②制度的危機（8） 市町村
市町村の三難

人材難（古文書のわかる人がいない）
財政難（必要性は感じても人材の確保には至らない）
育成難（自治体史編纂のノウハウが継承されず

人材が育たない）

「県立記録資料館が市町村支援をするべきだ」
（長谷川 伸「地域史料の保存と活用を考える」『岡山県立記
録資料館紀要』16号、2021年、PDF）

県とて難しい 市町村連携

②制度的危機（9） 文化財保存活用地域計画

（公文書館計画なし）

2018年 倉敷市歴史文化保存活用計画
災害対策等の文言なし

2019年 岡山県文化財保存活用大綱
2020年 津山市文化財保存活用地域計画

災害対策等の文言あるが
災害救出体制について・・

（公文書館機能）
2006年 倉敷市に歴史資料整備室発足

今岡山県内で公文書館計画を聞かない
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https://archives.pref.okayama.jp/pdf/kanko_kiyou16.pdf
https://www.city.kurashiki.okayama.jp/32312.htm
https://www.pref.okayama.jp/page/635271.html
https://www.city.tsuyama.lg.jp/life/index2.php?id=7893
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平成30年 岡山県 空き家件数
住宅数 916,300戸
空き家 142,500戸(15.6％）

73,400戸（別荘や貸借・売却用などを除く

（8.0％）長期不在・取り壊し予定のもの）

高齢者率 20.2％(2000年） → 30.5％(2020年）高齢者独居率は16.9％

③人的自然危機（1）
崩れゆく農村風景

③人的自然危機
（2）

崩れゆく街道筋風景

③人的自然危機（3） ③人的自然危機（4）

江戸時代岡山城下町豪商の墓地

古文書寄贈者（記録資料館へ）

現在は不在

③人的自然危機
（5）

2007年寄贈時 笠井家資料

③人的自然危機（6）

岡山市東区布勢神社

2004年受入 布勢神社資料
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③人的自然危機（7）

一人で守っていた
古文書とお別れ
記録資料館へ寄贈 購入家屋（元廻船問屋）をリニューアル

する業者から寄贈の申し出

③人的自然危機（8）

廃屋（元岡山高等女学校
教師宅）の中から現れた
人見絹枝さんの写真
（1928年アムステルダム
五輪銀メダリスト）

廃屋管理者より2020年寄贈
杉田家資料

③人的自然危機（9）
記録資料館の古文書（寄贈）受入

件数

1980～2005年（県史編纂室～） 25年間 58
2006～2015年（開館後） 10年間 137
2016年 16
2017年 16
2018年 11 90
2019年 18
2020年 29

累計 285
参考

2022年（2月6日時点） 29

倉敷市歴史
資料整備室

＊～2005 60

2006年
～2020年 94

計 154
*＝1990年

③人的自然危機（10）

高齢者に頼る（2017年）
若い力に頼る（1992年）

倉敷市は岡山大学文学部と提携して文書整理している

おわりに
史資料の生成

残存

救出 保存

活用

〈被災〉
自然災害
制度災害
人的自然災害

被災/救出から学
んだことの共有化

公
文
書
館
や

史
料
ネ
ッ
ト
等

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
・
地
域
の

人
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と

と
も
に

担うのは おわりに

歴史資料が重要であることを丁寧に説明し続けること
によって、地域の人と日常からつながりを形成し（例えば、
「火事が起きたら119番」みたいな人々の認知）その延長線上

に史料ネットや文化財・アーカイブスが存立する。

日頃の営みのなかで歴史資料が重要だとなれば在野の人
に興味を持つ人が生まれ育ち、地域にはその専門職がどう
しても必要だとの声もあがって、専門職を招請・採用する
ようになる（したい）。無医村だけじゃなく、無アーキビ
スト村だと困る社会に。
アーキビストは島根大学が養成してます。
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https://twitter.com/shimanearchives

